










1.はじめに 

 乳幼児の心理,神経発達の障害を理解するためには,新生児期からの,つまり,発達の早期

からの母子関係の発達を深く認識する事が重要であり,これについては,今日,全ての人々

が強調しているところである。出生時に既に神経発達上のハイリスク性を有する新生児で

は,中枢神経機能が深く関係している睡眠－覚醒リズムなどが障害されていることがあり,

安定した母子関係を維持するための条件を欠くことが有りうる。また,母親との

eye-to-eye contact を可能にするための姿勢制御に障害があって,そのために母子関係の

成立が妨げられるということも起こるかも知れない。このように,母子関係を成立させるた

めの児側の要因は,脳発達を中心とする神経運動発達に多く依存している。従って,出生直

後からの神経運動発達の障害をきたし得る神経学的ハイリスク児は,母子関係発達の障害

を見るための格好のモデルと言える。 

 我々は,この神経学的ハイリスク児がどのように母子関係を発展させていくのか研究す

る目的で,これらの児における神経行動発達を縦断的に観察した。神経行動発達の中でも特

に覚醒状態(awake state)の発達と覚醒時に示される全身運動パターン(general move 

ments,GM)の発達変化に注目した。従来,乳幼児における behavioral state に関しては観察

上の制約から sleep state がもっぱら研究の対象として取り上げられていたが,むしろ,母

子関係発達の理解のためにはこの覚醒状態が直接的に関係しているので,この発達につい

てはもっと明らかにされる必要があろう。 


